
aは正の定数とする。曲線

x = a(θ − sin θ), y = a(1− cos θ)(0 ≦ θ ≦ 2π)

上の点 Pにおける法線が直線 x = πaと交わる点をQとする。ただし, Pは点 (πa, 2a)と
は異なる点である。

(1) Qの y座標を θで表わせ。

(2) θを πに近づけるときQはどのような点に近づくか。
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